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 「地域社会におけるスポーツ活動の実情 その2 町村部」（1960年代国2006） 

高度成長下の健康と運動 

《小郡町のスポーツ事情から》 

上の写真は、スポーツ振興法が施行さ

れた昭和36年度（1961）の「指定市

町スポーツ活動実態調査報告」から、山

口県吉敷郡小郡町（現山口市）につい

ての報告がまとめられたページです。 

同法は、東京オリンピックを3年後に控

え、「国民の心身の健全な発達と明るく豊

かな国民生活の形成に寄与する」ために

制定されました。高度成長により生活水

準が上がり、余暇時間が増えた国民の、

スポーツに対する関心・欲求に応え、ス

ポーツのすそ野を広げようとしたものです。 

この報告書は、指定を受けた市町

（村）の、①「地域社会の特性と青少年

の現状」、②「研究課題と事業」、③「組

織化のための努力」、④「施設設備の整

備と活用」、⑤「行事活動」、⑥「評価・反

省」などをまとめたものです。 

小郡町について、①で「一部の町民の

スポーツ熱は高いがまだまだスポーツは遊

びという考えが強い。」と整理しています。 

②の課題は「未組織青少年に対して、

組織的なスポーツ活動に参加出来得るよ

うな環境を整備して、スポーツ活動に参加

する機会と場を与え、青少年スポーツ活

動を積極的に推進する。」ですが、実施事

業は「勤労青少年生活実態調査」のみ

で、③は空欄、④には「公民館・卓球場を

昼夜間、開放しているが、運営管理の点

について問題がある。」とあり、始まったばか

りの事業であることがうかがえます。 

⑤には同法の趣旨に沿った卓球やバ

レーボール、野外活動、町民運動会など

が挙げられており、ひとまずやってみたという

ところでしょうか。⑥として環境整備の必要

性の他、競技スポーツよりも、「レクリエー

ションスポーツを多く取り入れて、スポーツが

本当に人間関係、健康上必要であること

を深く認識させたい。」とし、「一部の人の

みがスポーツを楽しむといった状態が多い

行事」を問題視しています。 
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「住民の健康状態と地域性と

の関係についての研究」 

（1960年代衛生13） 

昭和36年度農業振興調

査事業「住民の健康状態と

地域性との関係についての研

究」の成果報告です。飲料

水質と健康、特に「成人病」

（生活習慣病）の関係性を

まとめてあります。 

この時期は、日本人の死

因として増加していた「成人

病」の原因を多角的に探って

いる段階でした。 
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 《体力つくり運動と山口県》 

スポーツを単なる娯楽ではなく、人間関係の構築・円

滑化や健康に必要なものであるとの認識は、確かにス

ポーツ振興法の理念に沿ったものでした。しかし、そのよう

なものとしてスポーツ・運動が定着するには相応の時間が

必要だったようです。 

同法にもとづいて組織された山口県スポーツ振興審議

会の昭和44年度事業の柱が、「学校体育の推進」、

「社会体育の振興」、「体育施設の整備充実」で、前頁

で紹介した小郡町で挙げられていた課題とさほど変わらな

い内容となっています（「山口県スポーツ審議会」1960

年代教育1391）。ハード面の整備だけでも難航した様

子、学校体育とは異なるアプローチを目指しながらも、学

校体育に頼らざるを得なかった様子がうかがえます。 

同会の事業の中には「体力つくり運動の推進」に類す

る項目がほぼ入っています。これは、東京五輪後の閣議

決定「国民の健康・体力増強対策について」（昭和39

年12月18日）を受けて、昭和40年3月に発足した体

力つくり国民会議による、「国民の健康と体力の増進を

図る」運動です。これに合わせ、同時期に発足した国民

健康つくり運動協会が「だれでもできる体操」、「つかれを

なくする体操」、「からだをたんれんする体操」の3種類の

体操を作成し、提供しました。 

この体操は、体力つくり国民会議の県組織、山口県

健康増進体力つくり推進委員会による県内啓発用の資

料でも頻繁に紹介されます。ただし、基本的には「だれでも

できる体操」、「つかれをなくする体操」の２つの体操のみか

ら抜粋・アレンジしたもので、運動強度が強めの「からだをた

んれんする体操」は引用されません（「体力つくりキャラバン 

資料」1960年代教育1450など）。 

昭和48年頃のものとみられる「体力つくり運動実践のし

おり」（1970年代教育898、下写真）でも「からだをたん

れんする体操」は掲載されません。県の推進委員会は、

「全国的に概観して劣位の傾向にある」（「山口県スポー

ツ審議会」1960年代教育1391）県民の体格・体力状

況に合わせて、取捨選択していたのでしょう。 

《レクリエーションスポーツと山口県》 

1960年代以降「成人病」（生活習慣病）研究が進

み、70年代にはその対策として運動の有用性が認知され

ていきます。これに合わせて、様々なレクリエーションスポーツ

が取り入れられていきました。ただし、山口県スポーツ振興

審議会の事業として、「県民総スポーツ・レクリエーション活

動の実践」のような項目が入るのは、1970年代後半に

入ってからのようです（「山口県スポーツ振興審議会」県庁

戦後B1970年代6396など）。 

離島や中山間地を多く抱え、都市部と農山漁村部との

生活水準の開きが大きかった山口県では、全県的に取り

組むには難しいところがあったのでしょう。スポーツの習慣化

という、生活意識への働きかけが、少しずつおこなわれたこと

がうかがえます。 

◀左：つかれをなおす体操 

  右：だれでもできる体操 


